

































































































































































































































































































































































































































































































 7 前掲書（注 2）、81頁
 8 「発問」『現代学校教育大事典』第 5巻、ぎょうせい、2002年、402～405頁
 9 「展開のある授業」とは、「授業の中に、教材とか教師や子どもの思考とかから
くる矛盾が起こり、教師と子ども、教師と教材、子どもと子ども、子どもと教
材との間に、対立が起こり、衝突・葛藤が起こり、それを克服した結果として、
新しいものが発見されたり、ときには未知の不明のものが作り出されたりした
とき、その授業は『展開している』ということができる」（斎藤『教育学のすす
め』筑摩書房、1969年、150頁）。「展開のある授業」に関しては、次の拙稿で
検討したことがある。竹内「『対立』『矛盾』を活用した授業づくりの工夫―『展
開のある授業』を手掛かりに」（注 1）。
 10 出典は次のものだが、引用は一部要約した。加藤公明「『更新世の大陸と日本陸
続き』説を疑う」『わくわく論争！考える日本史授業』地歴社、1991年、10～
16頁。
―64―
 11 生徒の思い込みや誤解に基づく答え・考えに対して、それを意図的に否定する
ことで「子どもの固定的であいまいな思想・論理・感情」をゆさぶり真理の探
究へと導くような発問で、弁証法的運動を促す発問である。
 12 『エミール』からの引用頁は、岩波文庫版（今野一雄訳、1962年）による
 13 鳥光美緒子「ペスタロッチとフレーベル」今井康雄編『教育思想史』有斐閣ア
ルマ、2009年、181～182頁
 14 近藤孝弘「ヨーロッパ統合のなかのドイツの政治教育」『南山大学ヨーロッパ
研究センター報』第 13号、2007年、118頁
 15 梅原利夫「コンピテンシーとアクティブ・ラーニング」教育科学研究会編『教
育』847、かもがわ出版、2016年 8月号、59頁
 16 白水始・梶田叡一「対談　話題のアクティブ・ラーニング　授業はどう変わっ
ていくのか」『ひと・ゆめ』23、文渓堂、2016年 SUMMER号、9頁
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